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1.  平成23年5月期第2四半期の連結業績（平成22年6月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第2四半期 4,561 △4.6 221 △44.8 20 △60.0 △38 ―
22年5月期第2四半期 4,782 △7.4 401 392.8 52 ― △2,731 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年5月期第2四半期 △1.46 ―
22年5月期第2四半期 △103.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第2四半期 18,027 11,407 63.3 431.11
22年5月期 19,099 11,654 61.0 440.42

（参考） 自己資本   23年5月期第2四半期  11,407百万円 22年5月期  11,654百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
23年5月期 ― 0.00
23年5月期 

（予想） ― 5.00 5.00

3.  平成23年5月期の連結業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,200 3.1 700 △14.5 520 9.3 300 ― 11.34



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期2Q 26,475,880株 22年5月期  26,475,880株
② 期末自己株式数 23年5月期2Q  13,857株 22年5月期  13,837株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期2Q 26,462,029株 22年5月期2Q 26,462,210株
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当企業集団の当第２四半期連結累計期間における売上高は、4,561百万円（前年同四半期比4.6％

減）、営業利益221百万円（同44.8％減）、経常利益20百万円（同60.0％減）、四半期純損失38百万円

（前年同四半期は四半期純損失2,731百万円）となりました。  

 主な要因は次のとおりであります。 

売上高は、国内売上高が平成22年４月に行われた償還価格引下げの影響を大きく受ける結果となり、

また、競合他社との競争激化により減収（同8.0％減）となりました。一方、連結子会社Ortho

Development Corporation（以下ODEV社）の米国での売上が大幅に伸長（同16.2％増）し、売上高合計

は4,561百万円（同4.6％減）となりました。 

営業利益では、前述の償還価格引下げの影響は売上原価率を悪化させる要因となりますが、他社製品

より粗利率の高い自社製品売上高比率を前年同四半期35.6％から36.1％へと0.5ポイント上昇させたこ

と等により、売上原価率は前年同四半期比2.6ポイント上昇の38.8％と最小限の悪化に留める事が出来

ました。販売費及び一般管理費は、ODEV社での研究開発費用の増加及び売上伸長に伴う経費増加があり

ましたが、人件費、減価償却費の減少などから2,567百万円（同3.0％減）となり、営業利益は221百万

円（同44.8％減）の計上となりました。 

経常利益は、営業外費用として急激な円高進行により、主にODEV社に対する外貨建て貸付金に係る為

替評価損を原因とする為替差損133百万円を計上（第１四半期に133百万円計上）したことなどから経常

利益は20百万円（同60.0％減）の計上となりました。 

特別損失は、固定資産除却損25百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額8百万円を計上し

たことなどから37百万円の計上となり、四半期純損失38百万円となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①日本 

  売上高は3,793百万円、営業利益は127百万円となりました。 

②米国 

  売上高は1,255百万円、営業利益は111百万円となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ1,071百万円減少し、

18,027百万円となりました。 

 主な減少は、現金及び預金208百万円、商品及び製品394百万円、工具、器具及び備品141百万円であ

ります。 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ825百万円減少し、6,619

百万円となりました。  

  主な減少は、短期借入金765百万円、未払法人税等146百万円であり、主な増加は、支払手形及び買掛

金163百万円であります。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ246百万円減少し、

11,407百万円となりました。 

  主な減少は、利益剰余金170百万円であります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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連結キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ208百万円減

少し、2,107百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は次のとおりであります。 

(イ) 営業活動によるキャッシュ・フロー 

売上債権の増減額が143百万円増加したこと、前受金の増減額が299百万円減少したこと、法人税等の

支払額が163百万円増加したことなどにより、前年同四半期比569百万円減少の1,033百万円のネット入

金額となりました。 

(ロ) 投資活動によるキャッシュ・フロー 

医療工具類等の有形固定資産の取得による支出328百万円などから、前年同四半期比51百万円支出増

加の339百万円のネット支払額となりました。 

(ハ) 財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の返済364百万円、長期借入金の返済395百万円などによりネット890百万円の支払額とな

りました。 

  

連結業績予想につきましては、平成22年７月14日に開示いたしました当期における通期の連結業績予

想は変更いたしません。なお、当社の連結業績予想の前提としている対ドル為替レートの変動により予

想値が大きく変動する可能性があります。   

 なお、連結業績予想の前提としている対ドル為替レートは１ドル92円であります。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当する事項はありません。 

  

(簡便な会計処理) 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第１四半期連結会計期間末に算定したものと著しい変

動がないと認められるため、第１四半期連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

ております。 

② たな卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末におけるたな卸資産の評価方法については、前連結会計年度と同様に、

販売期間が一定の回転期間を超えるものについて規則的に帳簿価額を切り下げる評価方法を適用してお

りますが、当該評価方法に用いる一部の基礎的数値については、前連結会計年度と同一の数値を使用し

算定しております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。  

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等及び一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３

月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日)を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益が964千円減少し、税金等調整前四半期純損失が9,572千円増加し

ております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,107,258 2,316,049

受取手形及び売掛金 1,888,471 1,888,003

商品及び製品 6,074,264 6,468,609

仕掛品 55,950 49,120

原材料及び貯蔵品 421,928 485,431

繰延税金資産 361,237 336,061

その他 386,245 651,717

貸倒引当金 △14 △49

流動資産合計 11,295,342 12,194,944

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 667,275 684,613

機械装置及び運搬具（純額） 36,392 48,195

工具、器具及び備品（純額） 1,936,549 2,077,961

土地 2,153,147 2,155,461

その他 74,058 44,878

有形固定資産合計 4,867,422 5,011,109

無形固定資産 130,218 139,928

投資その他の資産

投資有価証券 7,036 7,986

繰延税金資産 1,656,868 1,672,881

その他 73,002 74,732

貸倒引当金 △2,379 △2,378

投資その他の資産合計 1,734,528 1,753,221

固定資産合計 6,732,169 6,904,259

資産合計 18,027,512 19,099,203

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 440,189 277,111

短期借入金 4,772,937 5,537,942

リース債務 1,214 1,214

未払法人税等 58,294 204,826

未払費用 349,399 382,587

未払金 167,897 161,404

その他 358,614 332,864

流動負債合計 6,148,547 6,897,951

固定負債

長期借入金 － 80,000

リース債務 4,048 4,656

退職給付引当金 439,657 457,188

資産除去債務 22,386 －

長期未払金 3,960 3,960

長期預り金 1,000 1,000

固定負債合計 471,052 546,805

負債合計 6,619,600 7,444,756
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,001,929 3,001,929

資本剰余金 2,587,029 2,587,029

利益剰余金 5,825,850 5,996,741

自己株式 △26,024 △26,019

株主資本合計 11,388,784 11,559,679

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 836 1,399

為替換算調整勘定 18,291 93,368

評価・換算差額等合計 19,127 94,767

純資産合計 11,407,912 11,654,447

負債純資産合計 18,027,512 19,099,203
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
至 平成21年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成22年11月30日)

売上高 4,782,590 4,561,293

売上原価 1,732,918 1,771,671

売上総利益 3,049,672 2,789,621

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 60,774 60,416

販売促進費 86,255 75,331

広告宣伝費 8,472 16,267

給料及び手当 961,139 936,772

退職給付費用 1,905 10,236

法定福利費 102,380 106,193

福利厚生費 54,355 41,926

旅費及び交通費 69,508 80,995

減価償却費 431,422 357,836

租税公課 28,823 25,442

研究開発費 74,610 122,605

その他 768,129 733,722

販売費及び一般管理費合計 2,647,779 2,567,747

営業利益 401,893 221,873

営業外収益

受取利息 167 522

受取配当金 188 205

業務受託料 － 12,619

保険配当金 2,366 －

その他 8,622 10,347

営業外収益合計 11,345 23,695

営業外費用

支払利息 77,166 43,145

手形売却損 3,995 3,184

為替差損 235,911 133,541

シンジケートローン手数料 41,826 41,894

その他 2,053 2,865

営業外費用合計 360,954 224,632

経常利益 52,284 20,937

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,965 34

特別利益合計 3,965 34

特別損失

固定資産売却損 373 3,051

固定資産除却損 50,169 25,867

たな卸資産評価損 3,740,000 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,607

特別損失合計 3,790,543 37,526

税金等調整前四半期純損失（△） △3,734,293 △16,554

法人税、住民税及び事業税 68,407 49,472

法人税等調整額 △1,070,925 △27,446

法人税等合計 △1,002,517 22,026

四半期純損失（△） △2,731,776 △38,580
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年６月１日
至 平成21年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △3,734,293 △16,554

減価償却費 469,955 390,968

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,965 △34

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,106 △17,531

受取利息及び受取配当金 △356 △728

支払利息及び手形売却損 81,161 46,330

シンジケートローン手数料 41,826 41,894

為替差損益（△は益） 236,958 145,708

固定資産除売却損益（△は益） 50,543 28,919

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8,607

売上債権の増減額（△は増加） △70,518 72,968

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,327,104 284,864

仕入債務の増減額（△は減少） 46,861 175,870

未払賞与の増減額（△は減少） 23,526 △8,541

未払又は未収消費税等の増減額 △15,102 70,931

前受金の増減額（△は減少） 299,789 90

その他 △48,285 33,901

小計 1,695,099 1,257,665

利息及び配当金の受取額 342 635

利息の支払額 △78,233 △46,861

シンジケートローン手数料の支払額 △1,826 △1,894

法人税等の支払額 △12,512 △175,996

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,602,870 1,033,548

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △277,683 △328,474

有形固定資産の売却による収入 1,572 418

無形固定資産の取得による支出 △11,409 △13,238

その他 △900 1,305

投資活動によるキャッシュ・フロー △288,420 △339,989

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000,067 △364,460

長期借入金の返済による支出 △620,000 △395,000

リース債務の返済による支出 △1,597,164 －

自己株式の取得による支出 △56 △4

配当金の支払額 △131,612 △131,212

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,348,766 △890,677

現金及び現金同等物に係る換算差額 47,838 △11,673

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 13,522 △208,791

現金及び現金同等物の期首残高 2,307,205 2,316,049

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,320,727 2,107,258
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 該当する事項はありません。 

  

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年６月１日 至 平成21年11月30日) 

当企業集団における事業の種類は「医療機器事業」のみであるため、該当する事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年６月１日 至 平成21年11月30日) 

  

 
 (注)１ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

北米……米国 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年６月１日 至 平成21年11月30日) 

  

 
 (注)１ 国又は地域の区分は地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

北米……米国 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 
(千円)

北米
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

4,121,793 660,797 4,782,590 ― 4,782,590

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

872 316,062 316,934 (316,934) ―

計 4,122,665 976,859 5,099,524 (316,934) 4,782,590

営業利益 206,839 49,547 256,386 145,506 401,893

【海外売上高】

北米 その他 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 655,918 4,878 660,797

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― 4,782,590

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

13.7 0.1 13.8
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

1. 報告セグメントの概要 

当企業集団における事業の種類は「医療機器事業」の単一セグメントでありますが、報告セグメント

は分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため

に定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

  当企業集団は「医療機器事業の整形外科用品」を製造・販売しており、日本には親会社である株式会

社日本エム・ディ・エム（当社）、米国に海外子会社（Ortho Development Corporation）が独立し

た経営単位として事業活動を展開しております。  

 したがって当企業集団は、製造・販売を基礎とした地域別（国別）セグメントから構成されており、

「日本」、「米国」の２つを報告セグメントとしております。 

  

2. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年６月１日 至 平成22年11月30日) 

 
 (注)１ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去16,858千円が含まれています。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

3. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当する事項はありません。 

  

  

該当する事項はありません。 

  

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結 
損益計算書  
計上額 
(注)２

日本 米国 計

売上高

 外部顧客への売上高 3,793,520 767,772 4,561,293 ― 4,561,293

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

236 487,861 488,097 △488,097 ―

計 3,793,757 1,255,633 5,049,391 △488,097 4,561,293

セグメント利益 127,182 111,549 238,732 △16,858 221,873

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 
  

 
 (注)１ セグメント間の取引については相殺消去しております。また、上記金額に、消費税等は含まれておりませ

ん。 
２ 連結子会社ODEV社の第２四半期期末日は９月30日であり、同社の業績については、当第２四半期は４－９月

の６ヶ月間の期中平均レートで換算し算定しております。 

4. 補足情報

販売実績

セグメントの名称及び品目

当第２四半期連結累計期間  
(自 平成22年６月１日 
  至 平成22年11月30日)

前年同四半期比

金額 (千円) (％)

医療機器類

日本国内販売 3,793,520 ―

骨接合材料 1,915,182 ―

人工関節 1,178,767 ―

脊椎固定器具 329,006 ―

その他 370,565 ―

米国販売 767,772 ―

人工関節 583,897 ―

脊椎固定器具 177,562 ―

その他 6,312 ―

合計 4,561,293 ―
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